
令和６年２月１１日（日）
防 衛 省



① 会場及び敷地内での、拡声器やのぼり旗、プラカード等
の持ち込み、使用は禁止となります。

② 大声等により進行を妨げる行為は慎んでください。

③ 係員の指示に従ってください。

④ 会場内は全て禁煙となっておりますので、喫煙される方
は所定の場所をご利用ください。

ご来場の市民の皆様が、十分に説明を聴くことができる
よう、皆様のご理解・ご協力をお願い致します。
なお、他の皆様に迷惑となる行為が確認された場合には、

退場して頂くこともございます。
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戦後最も厳しく複雑な安全保障環境に直面しており、欧州で起きていることが
東アジアでも起こる可能性は排除されません。

「力による一方的な現状変更」を抑止するためには、相手の能力に着目しつつ、
新しい戦い方に対応できる防衛力を備える必要があります。

国際社会が戦後最大の試練の時を迎える中で日本は

軍事力強化や軍事活動活発化の
最前線に位置

東シナ海、南シナ海をめぐる
問題に直面

４



中国、北朝鮮、ロシアが軍事力を増強しつつ軍事活動を活発化する中、我が国は、
その最前線に位置しています。
インド太平洋地域における軍事活動の活発化が地域、ひいては国際社会全体に
どのような影響を及ぼすか注視していく必要があります。
今後の我が国の安全保障・防衛政策の在り方が、地域と国際社会の平和と安定に
直結します。

我が国は、戦後、最も厳しく複雑な安全保障環境に直面

中露艦艇が共同航行
（2022年9月）

北方領土を含む極東に新型装備
を配備

尖閣諸島をめぐる問題
力による一方的な
現状変更の試みを執拗に継続

キロ改級潜水艦
2021年以降配備、「カリブル」
巡航ミサイルを搭載

南シナ海をめぐる問題
力による一方的な現状変更
及びその既成事実化を推進 中国が台湾周辺に発射した弾道ミサイル９発のうち

５発が我が国のＥＥＺ内に着弾(2022年8月)

ロシア

北朝鮮

中国

台湾

日本

核・ミサイル開発

ウクライナ侵略

北朝鮮が発射した
新型ＩＣＢＭ級弾道ミサイル
「火星18」型（2023年4/7/12月）

【朝鮮中央通信】

地対艦ミサイル「バスチオン」
2016年以降、択捉島のほか、
千島列島、南樺太に配備

【ロシア国防省】

５
宮古島の南約460kmの海域を航行する
中国軍空母「山東」（2023年10月）

沖縄・宮古島間を飛行した
中国軍爆撃機（2023年8月）

尖閣諸島周辺で活動する中国軍艦艇
ジャンウェイⅡ級フリゲート(2022年7月)



• 中国の軍事的影響圏は、第一列島線内にとどまっている • 影響圏は拡大し、米中の戦力バランスも中国側に優位に傾く

（インド太平洋軍作成資料を基に防衛省作成）

（近代化された戦力のみ）

（近代化された戦力のみ）

西太平洋における１９９９年の米中の能力 西太平洋における２０２５年の米中の能力(予測)

凡例 ：近代的戦闘機× １００機 ：近代的多目的戦闘艦艇× １０隻 ：近代的潜水艦× １０隻 ：空母 × １隻 ：弾道ミサイル× １００発

6

中国は、今世紀半ばに「世界一流の軍隊」を築き上げることを目標に掲げています。
２０２５年（予測）になると、中国の軍事的影響圏は日本列島を覆うほど大幅に
拡大し、このままでは米中の戦力バランスも中国側に優位に傾くことになります。

中国の急速な軍備増強がもたらす米中のパワーバランスの変化
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【これまでの取組】
■ 陸上総隊（東京都）の新編
■ 水陸機動団（長崎県）の新編
■ 即応機動連隊（北海道、山形、香川、熊本）の改編
■ 電子戦部隊（日本各地）の配置
■ 宇宙作戦群（東京都、山口県）の新編
■ 三沢基地（青森県）へＦ－３５Ａの配備
■ 美保基地（鳥取県）へＫＣ－４６Ａの配備
■ 無人機（青森県）の配備

【今後の計画】
□ 火薬庫（約１３０棟）の整備（予定）
□ 統合作戦司令部（仮称）（東京都）の新編（予定）
□ 佐賀駐屯地（仮称）（佐賀県）の開設（予定）
□ 竹松駐屯地 （長崎県）へ第３水陸機動連隊（仮称）の新編（予定）
□ 湯布院駐屯地（大分県）へSSM部隊の配置（予定）
□ 新田原基地 （宮崎県）へＦ－３５Ｂ ２個飛行隊を配備（予定）
□ 小松基地 （石川県）へＦ－３５Ａ ２個飛行隊を配備（予定）
□ 岐阜基地 （岐阜県）へスタンド・オフ電子戦機を配備（予定）
□ 呉基地 （広島県）へ海上輸送群（仮称）の新編（予定）
□ 久里浜駐屯地でシステム通信・サイバー学校（仮称）の改編（予定）

主な防衛体制強化の取組

第３水陸機動連隊（仮称）
の新編

佐賀駐屯地（仮称）の開設

湯布院駐屯地へ
SSM部隊の配置

スタンド・オフ電子戦機
を配備

システム通信・サイバー学校（仮称）
の改編

海上輸送群（仮称）の
新編

Ｆ－３５Ｂ ２個飛行隊を配備

【これまでの取組】
■ 米陸軍との実動訓練（オリエント・シールド２３）

【北海道ほか】
■ 英陸軍との実動訓練（ヴィジラント・アイルズ２３）

【青森、宮城、新潟、群馬ほか】
■ 日米豪共同方面隊指揮所演習（ＹＳ－８５）

【北海道、東京、宮城ほか】

主な日米共同訓練

統合作戦司令部（仮称）
の新編

Ｆ－３５Ａ ２個飛行隊を配備
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【これまでの取組】
■ 与那国駐屯地を開設
（沿岸監視部隊等の配置）

【今後の計画】
□ 電子戦部隊の配置（予定）
□ 中SAM部隊の配置（予定）

【これまでの取組】
■ 石垣駐屯地を開設
（警備部隊、中SAM部隊、SSM部隊等の配置）

【今後の計画】
□ 訓練場（石垣市）の整備（予定）

【これまでの取組】
■ 宮古島駐屯地を開設（警備部隊等の配置）
■ 中SAM部隊、SSM部隊等の配置
【今後の計画】
□ 電子戦部隊の配置（予定）

【今後の計画】
□ 勝連分屯地へSSM部隊の配置（予定）
□ 第１５旅団の師団への改編（予定）
（２個目の普通科連隊の新編）
□ 那覇病院の建替え（予定）
□ 沖縄訓練場への補給処支処の新設（予定）
□ 訓練場（うるま市）の整備（予定）

【これまでの取組】
■ 奄美駐屯地、瀬戸内分屯地を開設
（警備部隊、中SAM部隊、SSM部隊等の
配置）

■ 奄美駐屯地に電子戦部隊の配置

【今後の計画】
□ 瀬戸内分屯地に火薬庫を新設（予定）

※中SAM部隊：中距離地対空誘導弾部隊、SSM部隊：地対艦誘導弾部隊

奄美大島

沖縄本島

石垣島

与那国島

宮古島
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第１５旅団の定員は約２，０００名で、全国の
師・旅団で最も小さい規模です。
防衛に万全を期すため、第１５旅団を強化し、
師団に改編する必要があります。

第１５旅団の師団化により、南西方面の防衛警備
体制が強化されるとともに、災害派遣の実効性が
向上し、地域の皆様の更なる安心・安全に繋がる
と考えています。

第１５旅団は、地域の警備や災害派遣を担任し、

北部方面隊

第11旅団

第12旅団

第13旅団

第14旅団

第1５旅団

東北方面隊

東部方面隊

中部方面隊

西部方面隊

第５旅団

第２師団

第７師団

第９師団

第６師団

第10師団

第１師団

第３師団

第８師団

第４師団
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沖縄本島に
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師団へ改編予定

那覇駐屯地

整備予定地
（現：東山カントリークラブ）

勝連分屯地

出典：国土地理院ウェブサイト
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沖縄本島配置図

防衛力整備計画において陸上自衛隊第１５旅団を師団へ改編することとしており、
その一環として、現在那覇駐屯地に所在する１個普通科連隊（第５１普通科連隊）
を２個普通科連隊に増強する計画です。

沖縄本島には訓練場が少なく、２個目の普通科連隊の新編による人員の増加に伴い、
新たな訓練場が必要です。



・那覇訓練場
年間を通じて訓練を実施しており、大幅な訓練所要の

増加への対応は困難です。

・沖縄訓練場
実弾射撃訓練を行う覆道射場が大部分を占めている

など、部隊が展開し訓練を行う十分な地積がありません。

・浮原島訓練場
洋上の島に所在する訓練場であるため、移動に大きな

制約があります。

13

沖縄本島には陸上自衛隊の訓練場が３か所あり、沖縄本島に所在する部隊は、これらの
訓練場等において必要な訓練を実施していますが、他の師団、旅団の管轄区域内に所在
する演習場、訓練場と比べ、十分ではありません。
既存の訓練場のみで、１個普通科連隊の新設に伴う訓練所要の増大への対応は困難な
状況です。

出典：国土地理院ウェブサイト



• 訓練が可能な一定の広さの面積を確保できること

• 既に開発された土地であり、訓練場の
整備工事による自然環境や周辺への
影響を局限できること

東山カントリークラブは約20ヘクタールの面積があり、
必要な内容・規模の訓練が可能

• 沖縄本島の中部に位置し、部隊が使用する上で
利便性が高いこと
沖縄本島に所在する那覇駐屯地や勝連分屯地
等からのアクセスが良好

那覇駐屯地

整備予定地
（現：東山カントリークラブ）

勝連分屯地
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沖縄本島配置図

出典：国土地理院ウェブサイト

• 自然災害が発生した際、自衛隊の活動
拠点及び地域住民の避難場所としても
活用できること



訓練場では、うるま市をはじめとする沖縄本島の皆様の生命・財産
を守るために必要な訓練を行います。
訓練場は、自衛隊の訓練場として使用するものであり、

使用に当たっては、

実弾、空包、照明・発煙筒などの化学火工品は、
使用しません。ⅰ

ヘリは、災害時や緊急時などを除き、
飛行しません。ⅱ

車両は、
住宅密集地を避けて走行します。ⅳ

夜間の訓練を実施する場合は、
周辺住民の皆様に通知します。ⅲ
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新隊員の教育のため、射撃動作等の各個の訓練、警戒・警備訓練
を行います。

これらの訓練において、実弾、空包、照明・発煙筒などの
化学火工品は使用しません。

８１ｍｍ迫撃砲操法訓練
（非実射）

警戒・警備訓練
（非実射）

訓練イメージ

16

宿営訓練

新隊員の教育



災害情報の収集、人命救助、炊き出し、入浴支援等、
各種災害への対処等を想定した訓練を行います。

また、災害時に情報収集や捜索活動などで使用するドローンの
操縦訓練も行います。

災害用ドローンの操縦訓練災害対処訓練（救護） 災害対処訓練（炊き出し）

災害への対処訓練

訓練イメージ
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普通科部隊等の訓練や、部隊を展開させる訓練を行います。

これらの訓練において、実弾、空包、照明・発煙筒などの
化学火工品は使用しません。

訓練イメージ

18

部隊の訓練

普通科部隊等の訓練
（非実射）

部隊の展開訓練
（非実射）



夜間の訓練では、

行進訓練や偵察訓練等は、夜間にも実施することがあります。

その際は、周辺住民の皆様に事前に通知するなどの措置を講じ
ます。

訓練イメージ

行進訓練（夜間） 偵察訓練（夜間） 19

夜間の訓練



車両は、

また、通勤・通学時間帯の走行を避け、隊列を組むことなく、
少数の車両に分けて走行します。

車両イメージ

20

車両の走行

訓練に使用する車両の一例
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救援物資の輸送

自衛隊による災害派遣活動例（令和６年能登半島地震）

石川地区において津波等の大規模災害が発生した際、自衛隊の
活動拠点として訓練場の活用を検討しています。

地域住民の皆様の一時的な避難場所としても活用できるよう、
今後、自治体や関係機関と調整していきます。

給水支援人命救助
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令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

〈スケジュール〉

訓練場の整備に当たっては、用地取得後、調査・設計を行い、工事を実施
する予定です。

＜整備内容＞

外柵及び入門ゲート等を整備予定です。

既存の地形を活用するため、大規模な造成工事等は行いません。

境界を明確にし、安全を確保するため、訓練場の境界沿いに
外柵を設置します。

既存の植生を生かしつつ、外から訓練の状況が見えないように、
必要に応じて植栽をする予定です。

用地取得 調査・設計 工 事

23



取得範囲等のイメージ 24

訓練場整備のイメージ（外柵及び植栽）

出典：Googleマップ

約800m

約300m

訓練場整備のイメージ（ゲート）

境界沿いに外柵を設置

道路沿いにゲート設置（場所検討中）

約２０ha

※ 赤色の線はゲート設置検討範囲
※ 黄色の線は境界のイメージ
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